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関西元気な地域づくり発表会 【未知普請・地域協働】⑥               平成１７年１２月１６日（金） 

 

   大阪湾ダイビングスポット創造プロジェクト 

                        ＮＰＯ法人 環境教育技術振興会（ＣＡＮ） 理事長 関藤
せきとう

 博史
ひろし

 

 

 １．地域づくり方針・目的 

  ○ 「汚い海」の代名詞である大阪湾を、市民の手で水をきれいにし、多 

   くの生き物たちが集う豊かな海に回復させ、最終的には全国から多くの 

   ダイバーが訪れるダイビングスポットの創造をめざす。 

  ○ 地域の小学生を対象とした環境学習の場として活用を図り、未来を担 

   う子ども達に、自分たちにとって最も身近な海＝大阪湾に興味と理解、 

  愛着を持ってもらう。 

 

 ２．取り組み内容 

  ○ 「海のゆりかご」と呼ばれる『アマモ（海草）』を移植し大阪湾の環境 

   改善 

  （１）地元小学生らを対象に環境学習会 

    ・環境学習会 

      →大阪湾の水質悪化や生き物の減少について 

    ・子ども達がアマモの苗を育てる 

      →「アマモ育成キット」を配布 

    ・ボランティアダイバーらが植え付けを行い、その様子 

     を子ども達が見学。 

  （２）その他、竹炭魚礁の設置や海底清掃など適時実施 

 

 ３．苦労点・達成度等 

  ○ ボランティアダイバーらの発信で、 

    現在、子ども達が育てているアマモ     ３００株 

  ○ 市民や地域ボランティアが育てているアマモ ４００株 

 

 ４．効果・反響等 

  ○ （当初予定）小学校１校 

      →（現在）小学校４校の他、高校や市民団体も参画 

  ○ 近年大阪湾に姿を見せなかった「スナメリ」が再び目撃される 

   ようになり、水環境改善の成果が見られつつある。 

 

 ５．今後の課題等 

  ○ 大阪湾がダイビングスポットとして、関西の元気の源となるためには、 

   地道な取り組みを細く長く世代を越えて続けていくことが不可欠であり、 

   この取り組みを持続していくための仕組みづくり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑アマモ移植の状況 

写真提供： 

大阪コミュニケーショ

ンアート専門学校 

 城者 定史 氏 

 

 

↑ボランティアダイバー達 

 ２０、３０代の若者中心 

↑環境学習会の模様 

 写真右は 

  「アマモ育成キット」 
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撮影：城者（ＯＣＡ）
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